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成人に対する麻しん風しん（MR），麻しん，風しん，おたふくかぜ，水痘の各ワクチ

ン接種で特に注意することがあるでしょうか。

定期接種の年齢を超えた場合や成人にこのワクチンを接種しても，副反応の程度や免疫効果は小児

に接種する場合と基本的には変わりありません。成人女性に風しん含有ワクチンを接種した場合には，小児

よりも関節痛を訴える割合が高いといわれています。万が一，免疫のある人に接種しても副反応が増強する

ことはありませんので，心配はいりません。接種量は年齢に関係なく0.5mLで，１回皮下に接種します。２

回接種をすることで，より強固な免疫を獲得することができます。ただし，成人女性に生ワクチンを接種す

る場合は，妊娠していないことを確認することは重要です。（参照p25，Q9）

抗菌薬に対するアレルギーの既往者で，麻しん風しん（MR），麻しん，風しん，おた

ふくかぜ，水痘の各ワクチン接種に際して注意すべきことがありますか。また，ワク

チンにはどのような抗菌薬が含まれているでしょうか。

これらのワクチンは少量の抗菌薬（カナマイシンあるいはエリスロマイシン）を含んでいますの

で，これらの抗菌薬に対してアナフィラキシー反応の既往がある人は接種不適当者です。

自然感染による麻疹，風疹，おたふくかぜ，水痘の神経系合併症の発症頻度はどれく

らいでしょうか。

それぞれの疾患を発症した患者の中で、麻疹の急性脳炎は約1/1,000，風疹の急性脳炎は1/6,000，

おたふくかぜの急性脳炎は2～2.5/1,000，無菌性髄膜炎は４～６％程度、水痘の急性脳炎は2.7/1万程度、

その他水痘に合併する神経系合併症として、無菌性髄膜炎、小脳失調、急性期にアスピリンを服用した小児

におけるライ症候群があります。

　亜急性硬化性全脳炎（subacute sclerosing panencephalitis：SSPE）の発症頻度は、麻疹を発症した患者

のうち、1.6/10万との報告もありますが、ワクチン接種後のSSPEはないという最近の報告があります（参

照p60）。

予防接種をすればその病気に罹ることはないのですか。

予防接種をすれば，接種した多くの人がその疾病に対する免疫を獲得しますが，その免疫は決して

100％に達するものではありません。ワクチンによって得られる免疫（抗体）の陽転率は，ワクチンの種類

によっても異なります。抗体を得られなかった人は，予防接種後もその疾患に罹患する可能性があります。

　通常ワクチンを接種したにもかかわらず抗体が得られなかった場合を，一次性ワクチン効果不全

（primary vaccine failure : PVF）といいます。一方，ワクチン接種後に抗体が得られたにもかかわらず，

その後抗体が低下してその疾患に感染，発症することを二次性ワクチン効果不全（secondary vaccine failure

: SVF）といいます。


